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艇体と装備品の名称 (B&G□―ボート)
⑥

基本的な各部の名称を覚えよう。

①バウ(船首)

②スターン(船尾)

③デッキ   ③
④ボトム

⑤ベンチ
|

①⑥クラッチ   ⑦
⑦ラダー

③テイラー

③キングストン (ドレンプラグ)

①パウアイ

①ノくウライン

② ③
④ ⑩

⑫オール

⑬グリップ

⑭ピボット

①ブレード

(レザー)
③

①アカクミ
⑤   ①

⑫

① ① ①
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各吉Bの名称を覚えられたら、次Iよこれらの各部が、どんな役目をしているか考えてみよう。

ブレード横図

服装を確認し、ライフジヤケットを着よう
【服装】
濡れると体温が奪われる。季節に合つたものを着よう。

i【ライフジヤケット】

ライフジヤケットは自分の命を守る、大切な

もの。自分の体に合つたものを選び、陸に上

がるまで必す着用しよう。

帽子 (日差しが強いとき)

長そで一――一―

長ズボン ーーーーー

ブーツーーーー

半そでや半ズボンなど、肌の露出部が多いと擦り傷や切り傷など思わぬところで、けがをする場合がある。

できるだけ肌を露出しない服装を心がけよう。

出艇前の確認
出艇する前に、確認をしよう。

●キングストン

●クラッチ

●パウライン

●オール

●ラダー

●アカクミ

※下図参照
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一自分の命は自分で守る一
0いつも天候に注意しよう
0指導員の教えと注意を守ろう
0練習中は他人にたよらないようにしよう
●他人の迷惑にならないようにしよう

0転覆時には艇から離れないようにしよう
0水辺を汚さないようにしよう
携帯電話や開時計など、水辺の野外活動に対応し
ていない道具を携帝して、ポートに乗ることは止
めよう。もし携帯して壊ねても自己の責任です。

海で何かあつたら

ば 118番 (海上保安庁)
に連絡しよう!!



装備品の取り付け要領 ②クラッチの取り付け

クラ ッチの穴に□―プを付けて

クラッチ座に通 し、クラッチの

ネ ックに結【′つ`けて固定する。

③ パウラインの

取り付け

①艇体、装備品の用意

④ラダーの取り付け

ラターを艇に取り付け、脱落防

止用ピンを差し込む.

④乗艇

鞘

注意 :乗膜場所によって
は、眼を水面に浮う`べた

後取り付ける。その場合

⑤のキングストンを先に

しめておく。

⑤出艇

⑤オールを積む

オールをMI中央に2本づつ互しl

違いに置く。

アカクミも一緒に置しヽておく。

(1)乗艇者の配置 (矢印は漕者の座る向き )

●4人で乗る場合.                 ●5人で乗る場合。

艇長 :(1)漕者 :(ll～O 艇長 !15 漕者 :①～④

(2)乗艇順序
①集合 ②乗員の確認

肘王長の「集まイ孔Jの号令で、漕者|よ艇長の前に横―列
に並ぶ。

● 6人で乗る場合

艇長|よ漕者の数、乗艇位置等を確認するため「番号」

をかける。 (漕者|よ艇長に向かつて右側から順に、

「]J「 2J「 3」  と番号を呼称する)

⑤キングストンをしめる

キンクストン|よ、乗艇前に再度

確認する

艇 長 :艇の指揮者。
(号台をかける)

漕 者 :オールを握り、漕ぐもの。
見張り :前方の安全確認をするもの。

(漕者の交代要員)

進行方n

艇長 :(E)漕者 :C)～ (D 見張り :(D

①乗員への指示・イ云達

艇長は漕者に対し、健康状態を確認すると共に注意

零頂や航行予定等を指示 伝達する。

乗降時の禁圭事項

艇の乗り方、降り方側理のカッターとして)

バウラインをバウ

アイに取り付ける。

注意 :保管時は、

'震

内の圧力上昇
を防くため全開
にしておく。

"

「
「
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―
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艇長の指示により、1人づつバランスをとリナびがら

低しヽ姿勢で乗艇する。米降ぼ壬よ乗艇の逆動作

原則として、最後の乗艇者が係留□―フをほどいて

艇を押し出した(「がら乗艇する。

＼
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集まれ ! 番号 ! □△まで行く!

◆日は

乗艇
します!

飛び乗らを
い!!
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漕ぎ方の基本
内イ員Jの手 |よ逆手、外側

の手は順手で肩幅より

やや狭 く握る。

クリップの端を親指の

腹で押さえる様に握る

と、オールが安定する。

(2)漕ぎ方
①前進
体を前傾から

起こしてしヽく.

② 後進

体を起こした

姿勢から前傾

させてしヽく。

酒ぎ :ブ レードを水に直角に入イl、

体を起こしナょがらクリップを胸へ引
しヽてくる。

オールを水から抜けたら

手首をかえす

体を前傾

させるこ

戻し :オールを水上でバウ側に戻し

ながら、体を前傾させる。

(1)グ リップの握 り方
● 1本オールの場合

● 2本オールの場合

4人乗りのO番
漕者。

両手とも

順手で握る。

>

注 )ブ レー ドの
ウラで水を押す。

"

号令と動作 艇長は漕者の動きを続―し、効率よく艇を進めるために目的に合つた号令 (チ酎軍命令)をかける

「かい備え」

オール|よネック

からクラッチに

差し込む。

オールをクラッチにセットし、漕ぐ準備をさせる。

体を起こす。

戻し :オールを水上でスターン側ヘ

戻しなが :っ、体を起こす。

酒ぎ :ブ レードを水に直角に入イl

体を前傾させナ∫ォッヽら、グリップを

胸の前へ押し出していく。

90°

「かい立て」

着艇場所から出艇。

(陸上での敬礼にあたる)

「用 意前 へ」 ォ ルを押して前傾姿勢をとる

①「やめ」 ②「止め」

艇長「1・ 2・ 3～ 10」 (1～ 10までのカウントを繰り返す)
漕者「オーエス !」

ヽゝ

オールを水上へ上|ナて漕ぐことを

中止させる。

④「かい上lナ」

オールを水中に入イ1たまま

艇の行足を止める。

③「かい流せ」

⑤「かい組め」

オールを水中で流して荘1の行足をゆるめる。

「かい立て」
「かしヽ収めJの前準備。
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1.出  艇 2.溜航準備‐1
ネック

/

※後進の場合「用意後へ」

オールを引いて待つ今

3.酒航準備‐2 4.酒 航 中

5口酒航中止等 6.着 艇 準備

フB着  艇

式

オールを水面と水平にナJるまで上げさせる。 左右のオールを組む く休憩するとき〉

「かい収め」

オールを艇内に収納する。



8 艇長の動き 船首の動き 船首の動き

(2)テ ィラーの動き

ティラーの先端を向けた方向と

反対方向に艇は動く。

―

ティラーの動き ティラーの動き

B&G□ ―ボー トは、艇の安全性に優オlている。
しかし横波を受けたり岩礁に接触したりすることにより、転覆 (沈 )することもある、

(1)座る位置

艇長|よ船首 (進行)方向を

向き、艇の中心線より左舷

側に座り、号令をかけると

同時にティラー操作をする。

一

転覆した場合の処置法

暮①あわてす
｀
周囲の状況を石窪認

●乗艇者の人数 けが。
●転覆の状態や原因。

●艇の装備品等が流されてしヽなしヽかどうか。
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②艇から絶対に
離れない

(( )

③艇を復元する

0転覆の場合は、艇を起こし
バランスをとり乗艇する。

●艇体が損傷した場合は、八ンカチ

くつ下、手等で

損傷箇所を心、さぎ、

できる限り浸水を

くしヽ止める。

t
④艇を復元できない場合
無理をせす救助を待つ。

注意 :

荒天の場合はバウライン

等を命綱として、身体の

まわりにまわし、膜う`ら

離れないようにして欺助
を待つ。
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□―ボートの楽しみ方・使い方

Supported by lそ
::)|[,そ :i

THE NIPPON
FOUNDATION

刊 ローボー トレース
(1)一定の距離を早く航行する競技。
(2)水面に浮遊する定められた牛ノノリ品を
拾いなが

'っ
早くゴールする競技。

2 オリエンテー リング
海図とコンパスを使つて指定さイlた

ポイントを順に回る。

3.そ の他
(1)陸上からはなかなか見られなしヽ
水上、水中のポイントを遊覧する。

(2)釣 り具、水中メガネ、弁当等を
持つてピクニックに行く。

(3)海洋性スポーツの補助艇 (救助
審判 監視 指導ilI)。

みんなも自分達に合つた楽しみ方を

考案してみよう(,ただし、「安全第一J

を忘オRすにね ,

公益財団法人ブル…ンー。アンド・グリーンランド財団
〒105‐8480 東京都港区虎ノ門3‐4‐ 10 虎ノ門35森ビル9F
TELi 03-6402‐ 5310 FAX:03-6402-5315
URL:http://www bgfO「

"p/ Mai ShidoObgf o「

jp
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